
フレキシブルアルゴリズムの可視化

フレキシブルアルゴリズムを使用すると、オペレータは、独自のニーズと制約（特定のメト

リックとリンクプロパティ）に従って IGP最短パスをカスタマイズおよび計算できます。ネッ
トワーク上のパスを計算するために、考えられる多くの制約が使用される可能性があります。

たとえば、フレキシブルアルゴリズムでは、複数の論理プレーンを持つネットワークに対する

特定のプレーンへのパスを制限できます。アルゴリズムの意味が標準規格によってではなく、

ユーザーによって定義されるため、フレキシブルアルゴリズムと呼ばれます。

Crossworkを使用すると、フレキシブルアルゴリズムに基づいて IGPトポロジをフィルタ処理
し、特定の一連のトランスポート特性を提供できるネットワークのサブセットを可視化できま

す。フレキシブルアルゴリズムのトポロジを可視化する機能により、フレキシブルアルゴリズ

ムの展開、維持、および設定されたフレキシブルアルゴリズムの目的がネットワークで実現さ

れていることを検証するための重要なツールが提供されます。たとえば、サービスの可用性を

向上させるために、フレキシブルアルゴリズムを使用して分離論理トポロジを定義し、ネット

ワーク障害に対する復元力を高めることができます。Crossworkを使用すると、両方のフレキ
シブルアルゴリズムのトポロジを同時に可視化し、共通のノードやリンクがないことを確認で

きます。また、共通のノードやリンクがある場合は、共通のネットワーク要素を確認して、フ

レキシブルアルゴリズムの設定を更新できます。

特記事項

•フレキシブルアルゴリズムの情報は、SR-PCE（Cisco IOS XR 7.3.2を実行）から収集され
ます。

•フレキシブルアルゴリズムの制約を指定して、SR-MPLSポリシーまたはRSVP-TEトンネ
ルをプロビジョニングすることはできません。

•複数のドメインにあるフレキシブルアルゴリズムはフィルタ処理できません。

この項では、ナビゲーションを [トラフィックエンジニアリング（Traffic Engineering）] > [ト
ラフィックエンジニアリング（Traffic Engineering）]と記載しています。ただし、Crosswork
Network Controllerソリューションを使用する場合、ナビゲーションは [トラフィックエンジニ
アリング &サービス（Traffic Engineering＆Services）] > [トラフィックエンジニアリング
（Traffic Engineering）]です。

（注）
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•フレキシブルアルゴリズムの可視化（2ページ）
•フレキシブルアルゴリズムのアフィニティの設定（3ページ）
•リンクとデバイスのフレキシブルアルゴリズムの検索（5ページ）

フレキシブルアルゴリズムの可視化
Crossworkを使用すると、ネットワーク内で手動で設定したフレキシブルアルゴリズムのノー
ドやリンクを可視化できます。

始める前に

•ネットワークでフレキシブルアルゴリズムを設定する必要があります。特定のデバイスの
SR設定のマニュアルを参照して、説明とサポートされている設定コマンドを確認してく
ださい（『Asr900 Flex Algorithm』など）。

•ネットワークで使用されているフレキシブルアルゴリズム IDを知っている必要がありま
す。フレキシブルアルゴリズムメンバーシップを表示するには、リンクとデバイスのフ

レキシブルアルゴリズムの検索（5ページ）を参照してください。

フレキシブルアルゴリズム IDが異なるドメイン間で同じ場合、フレキシブルアルゴリズムは
可視化できません。

（注）

ステップ 1 メインメニューから、[Traffic Engineering] > [Traffic Engineering]を選択します。

ステップ 2 トポロジマップから、 をクリックします。

ステップ 3 [Flex Algo]タブをクリックします。

ステップ 4 ドロップダウンリストから、最大 2つのフレキシブルアルゴリズム IDを選択します。

ステップ 5 [Flexible Algorithm Types]を表示し、選択内容が正しいことを確認します。各フレキシブルアルゴリズムの
色の割り当てにも注意してください。

ステップ 6 （オプション）[Show selected Flex Algo topology only]チェックボックスをオンにして、トポロジマップで
フレキシブルアルゴリズムを分離します。このオプションを有効にすると、SRポリシーの選択が無効にな
ります。

a) 両方のフレキシブルアルゴリズムに参加しているリンクとノードのみを表示するには、[ShowFlexAlgo
A+B links only]をオンにします。

ステップ 7 [Apply]をクリックします。フレキシブルアルゴリズムの選択内容に追加の変更を加えるには、[Apply]を
クリックして、トポロジマップの更新内容を確認する必要があります。

例：
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/asr9000/software/asr9k-r7-0/segment-routing/configuration/guide/b-segment-routing-cg-asr9000-70x/b-segment-routing-cg-asr9000-70x_chapter_01001.html#id_93832


•複数のドメインにあるフレキシブルアルゴリズム IDはフィルタ処理できません。ドメイン
フィルタリングは、フレキシブルアルゴリズムに基づいてサポートされていません。

•選択したフレキシブルアルゴリズムが基準で定義されているが、（青色ですべてのノードや
リンクを含むように定義されたアフィニティなど）一致するリンクとノードの組み合わせが

ない場合、トポロジマップは空白になります。選択したフレキシブルアルゴリズムがノード

またはリンクに設定されていない場合は、青色（デフォルト）のリンクまたはノードの色が

表示されます。

（注）

ステップ 8 （オプション）[Save View]をクリックして、トポロジビューとフレキシブルアルゴリズムの選択を保存し
ます。

フレキシブルアルゴリズムのアフィニティの設定
デバイスで定義されたフレキシブルアルゴリズムのアフィニティは Crosswork最適化エンジン
によって収集されません。アフィニティマッピング名は可視化に使用されます。このため、デ
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バイスインターフェイスでフレキシブルアルゴリズムのアフィニティを手動で収集してから、

デバイスインターフェイスで使用されているものと同じ名前とビットを使用してUI内でアフィ
ニティマッピングを定義する必要があります。

フレキシブルアルゴリズムを設定するには、次の ISISおよび OSPFコンフィギュレーション
サブモードを使用します。

router isis instance flex-algo algo

router ospf process flex-algo algo

フレキシブルアルゴリズムサブモードでフレキシブルアルゴリズム定義を設定するには、次

のコマンドを使用します。

• IS-IS

デフォルトでは、通常の IGPメトリックが使用されます。遅延メ
トリックが有効になっている場合、リンク上でアドバタイズされ

た遅延が、フレキシブルアルゴリズム計算のメトリックとして使

用されます。

（注）

• OSPF
metric-type {delay | te-metric}

デフォルトでは、通常の IGPメトリックが使用されます。遅延ま
たは TEメトリックが有効になっている場合、リンク上でアドバ
タイズされた遅延または TEメトリックが、フレキシブルアルゴ
リズム計算のメトリックとして使用されます。

（注）

• name：アフィニティマップの名前

affinity exclude-any name1, name2, …

• priority value：優先順位

priority priority value

特定のデバイスの SR設定のマニュアルを参照して、説明とサポートされている設定コマンド
を確認してください（『Segment Routing Configuration Guide for Cisco ASR 9000 Series Routers』
など）。

アフィニティマッピングを編集または削除するには、関連するメニューオプションをクリック

します。

（注）
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/asr9000/software/asr9k-r7-0/segment-routing/configuration/guide/b-segment-routing-cg-asr9000-70x/b-segment-routing-cg-asr9000-70x_chapter_01001.html#id_93832


ステップ 1 メインメニューから、[トラフィックエンジニアリング（Traffic Engineering）] > [アフィニティ
（Affinities）] > [Flex-Algoアフィニティ（Flex-Algo Affinities）]を選択します。

ステップ 2 新しいフレキシブルアルゴリズムのアフィニティマッピングを追加するには、[+作成（+Create）]をクリッ
クします。

ステップ 3 割り当てる名前（色）とビットを入力します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックしてマッピングを保存します。

リンクとデバイスのフレキシブルアルゴリズムの検索
デバイスまたはリンクがメンバーとなっているすべてのフレキシブルアルゴリズムを確認する

には、次の手順を実行します。

始める前に

ネットワークでフレキシブルアルゴリズムを設定する必要があります。

ステップ 1 メインメニューから、[Traffic Engineering] > [Traffic Engineering]を選択します。

ステップ 2 デバイスのフレキシブルアルゴリズムメンバーシップを表示するには、次の手順を実行します。

a) トポロジマップから、少なくとも 1つのフレキシブルアルゴリズムのメンバーであることがわかって
いるデバイスをクリックします。

b) [Device Details]ウィンドウで、[Flex-Algo]タブをクリックします。
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ステップ 3 リンクのフレキシブルアルゴリズムメンバーシップを表示するには、次の手順を実行します。

a) トポロジマップから、少なくとも 1つのフレキシブルアルゴリズムのメンバーであることがわかって
いるリンクをクリックします。

b) [Links]ページで、いずれかのリンクタイプをクリックします。
c) デフォルトでは、[Summary]タブが [Link Details]ウィンドウ内に表示されます。外部エージェントト
ポロジを表示して、各送信元デバイスと宛先デバイスが属するフレキシブルアルゴリズムを確認しま

す。
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